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1．はじめに

積雪分布 は ，地形 ， 植生 ， 土 地 利 用 な どに依 存して

変化 する．例 え ば ，森林帯 に降る降雪 の
一

部は ，森

林樹冠 によっ て遮断 されて 昇華蒸 発 し，地 面上の 積

雪量を減 らす．また，森林伐採 による都市化と耕地化

によれ ば，地 吹雪等により積雪は 再移 動し，地形や土

地利用 の 変化 に応 じて 不均質 に分布 するようになる，

これ らの 複合作用 により積 雪分布 は 決定され る．

本 研究で は，北海道北部の 多雪 地域 におい て，0．

5 度 xO ，5 度 の 領 域を，100m 格 子 に分け，格子 点毎

に積雪過程と水 ・熱収支 を推定 した．発 表で は ，土地

利用 による積 雪分布 特性 と水 ・熱収 支の 変化 に つ い

て 報告する．

2．方法

2．1 研究対象領域と土地利用

図 1は研 究対象領域を示 す ，領域は北緯 43，95 度 〜

北Pt　44．45 度 ， 東経 142．1 度〜東経 142．6 度 の 0．5

度 × O．5度の 領域で あり， 計算格子 は 100m で ある．こ

の 研 究対象領 域 内に ，2 地点の 特別観 測サイトを設

けた ，一
つ は ，天 然性 の 針 広 混 交林 で あり，もう

一
方

は ， 森林伐採 後 ， 生長 したカン パ 林 である．また，気

象デー
タとして 図中の 黄色丸で 示 され るアメダス 観測

ス テーシ ョ ン 6 箇所 の データを使用 した ．土地利 用と

しては ，約 73 ％が天 然性 の 森林 であり，そ の 他 は畑

や伐採 後 に生長 したカ ン パ 林で ある．よっ て人 為的な

土 地利用の 変化 は 全 体の 約 27 ％に相 当する．

2．2 モ デル の 概要

本研 究で 用 い た モ デル の 概要 に つ い て 示す ．100m

格子点 にお ける領域 の 気 象データ，並 び に積雪分布

と水 ・ 熱 収 支 は ，
Micromet／ Snowmodel （Liston　and

Elder， 2006a，2006b）により推 定した ．モ デ ル の 特 徴と

して ，植 生 が存在する場合は，植生 キ ャ ノピ
ー

による

降雪遮 断プ ロ セ ス を取 り入 れ ， さらに植 生が無い
， も

しくは植 生 高が 低い 場合に は ， 積雪の 再移動の プ ロ

セ ス を含ん で い る．

3．結果

　　土地利 用 の 違 い により， 積 雪分布 は大 きく異なっ

　た ．

　 ●　森 林帯 で は 樹冠 遮断 が 重 要で あり，降水 量

　　　 の約 20 ％を遮断した ．

●

●

耕 作地や宅 地で は，積 雪の 再配分 が重 要で

あり， 中心部で は積 雪再配分 により大きく減り，

周 辺部の 積雪水量は 降水 量を上 回る．

人 為的な土地利用 の 変化は ，降雪遮断 同様

に積雪量を減らし
， 周 辺 部に 吹き溜まりをもた

らす こ とで ， 積雪分布 の 不 均質化 を加速 させ

る．
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図 1 研 究対象領域 の 地形 （上 ）と土 地利用 （下）の 分布

（図 中の赤丸は特別観測サイト，黄色は ア メダス 観測点）
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